
押輪用ボルト締め付け 

ＰＮ形ダクタイル鉄管の接合要領(JDPA W 15-1)補足 

～「押輪用ボルトの締め付けトルクの再確認方法」について～ 

 

１．はじめに 

ＰＮ形の接合作業の中で、呼び径700以上は、

「押輪用ボルトのねじ出し」があります。ここで、

ねじの標準締め付けトルクは、10Ｎ･ｍと定めら

れています。このとき、写真１に示すように手が

管にあたった状態でトルクレンチを締め付ける

と、所定のトルクを確保できません。 

 

そこで、手が管にあたらないよう以下に示す方法でトルクレンチを回して締め付けト

ルクの管理をしてください。 

 

押輪用ボルト締め付けで、規定トルクまで達した際、トルクレンチを中間位置にセットした 

状態で、締付けトルクの再確認を行ってください（写真２ 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

①中間位置にセット 

②再確認 

写真１ 不適切な締め付けトルク確認方法例

手が管にあたっている× 

写真２ 推奨する締め付けトルクの 
確認方法 
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